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また，「ニーズ」は，1983 年の初出以降，掲載論考 1095 本のうち，111 本で記述が確認
され，このうち教育実践を説明する記述は 18 本に見られた。2009 年まで掲載論考全体の
10.1%の論考で何らかの形で「ニーズ」という用語が使用されていることから，「ニーズ」
は日本語教育において定着した用語であると判断することができるものであった。教育実






















第 4 章 新人教師を日本語教師にするもの































































第 5 章 「同僚性」から生み出される新たな日本語教師性へ











































第 6 章 結論 「教師主体」の日本語教育の構想に向けて
結論章となる 6 章では，まず第 1 節において，5 章までの議論をまとめた。そして 2 節
から 3 節において，「目の前の学生に必要な日本語を教える」日本語教育の問題点について
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